
 

対象学年：中学校１年生 

育成すべき資質・能力：文章の要旨を捉える力 

筆者のものの見方や考え方をつかみ、自分の見方や考え方を 

広げる力 

 

育成すべき資質・能力について 

 佐賀県小・中学校学習状況調査において、「文章に表れている考え方を理解し、自分のものの見方や考

え方を広げる力」に課題があることが指摘されています。 

 この課題については、身の回りに溢れる情報を目的や必要に応じて取捨選択したり、関連付けたりし

ながら要旨を捉える力や要旨を自分の考えと結び付ける力が乏しいことが原因であると考えられます。 

 説明的文章の要旨を捉えるためには、序論・本論・結論の大きなまとまりをつかみ、その中心となる部

分を見付けさせていく必要があります。１年生では、文章の中心となる部分と付加的な部分とを読み分

けられるような力を丁寧に養うことを目指します。その際、各段落の役割にも注目させることが、読み分

けの一助になります。 

また、授業者が作成した言語活動のモデルを生徒に示した上で、生徒が自分の考えを表現する活動を取

り入れることは、生徒のものの見方や考え方を広げることにつながります。 

単元の実践においては、以下に示すような、生徒が見通しをもち、身に付けた言語能力を振り返るため

の「学習計画表」、文章の要旨を捉える力を習得するための「学習のてびき」や筆者のものの見方・考え

方をつかみ、自分の見方や考え方を広げるための「学習シート」を活用することで、生徒が単元で身に付

ける資質・能力を意識し、より深い思考を伴う言語活動を行うことができます。 

 

【見通しをもち、振り返りを行うための学習計画表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【要旨を捉えるための学習のてびき】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報を整理し、自分の考えをもつための学習シート①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【要旨を捉えるための学習のてびき】は、既習教材をモデルとした文章を例に、要旨をまとめ

る際のポイントを視覚的に示しています。 

【情報を整理し、自分の考えをもつための学習シート①】は、本文中にある出来事を時系列で

抜き出し、整理した上で、筆者の主張と読み比べ、関連性を考えることで、生徒に自分の考え

をもたせるねらいがあります。 



【モデルを参照し、自分の考えを表現するための学習シート②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【モデルを参照し、自分の考えを表現するための学習シート②】は、言語活動のゴールのイ

メージを生徒に具体的に示すためのシートです。原稿罫も、モデルの字数に合わせた形にする

ことで、書く内容の割合もつかみやすくしています。 



 

単元例 

 

１．単元名「文章の要旨を捉え、自分の考えを新聞のコラムのように書こう」 

 

２．学習材「幻の魚は生きていた」中坊徹次（光村図書１年） 

 

３．言語活動について 

 

 本単元では、説明的文章の要旨を捉え、その要旨に対する自分の考えを新聞のコラムのように書くと

いう言語活動を行う。 

 新聞のコラムの書き方のパターンの一つに、ある出来事や文章、小説を筆者の視点でまとめた要旨あ

るいは要約が前段にあり、その後に類似・関連した話題、そして、書き手の考え・主張・伝えたいことを

書くというものがある。この文章構成を用いてコラムを書くことを学習のゴールとすることで、要旨を

捉える力と、自分のものの見方や考え方を広げる力を身に付けさせたい。 

 要旨については、筆者の主張と各段落の中心となる部分を関連付けた上で、内容を取捨選択させてま

とめさせる。自分のものの見方や考え方については、筆者の考えに対する自分の考えが共感・納得、疑

問・反論のいずれに当たるのかをはっきりと意識させる。また、他の学習者の見方や考え方とも比較させ

ながら広がりや深まりをもたせたい。 

 

４．学習目標 ①本文の中心的な部分を読み取り、要旨を捉える。 

       ②文章に表れている筆者の見方や考え方を捉え、自分のものの見方や考え方を広げる。 

 

５．単元の評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度【関】 
読む能力【読】 

言語についての 

知識・理解・技能【言】 

①言語活動に興味をもち、目的

意識をもって文章を読み、新

聞のコラム作りに取り組もう

としている。 

①文章の中心的な部分を捉えて

いる。 

②文章に表れている筆者の見方

や考え方を捉えている。 

①新聞のコラムを書くに当た

り、語句を適切に使用してい

る。 

 

６．生徒に示す学習課題 

  

 

 

 

 

 

この単元では、文章の要旨の捉え方を身に付け、自分のものの見方や考え方を広げることができる

ようになる学習をします。 

課題は、文章の中心的な部分を選び、本文の要旨を捉え、それに対する自分の考えを新聞のコラム

のように書くことです。 

 



７．単元の指導計画 

次 時間 主な学習活動 
評価規準【 】 

評価方法［ ］ 

 

１ 

 

１ 

・「新聞のコラムを書く」という学習活動と学習課題を

知り、学習の見通しをもつ。  

【学習計画表】【学習のてびき】【学習シート②】 

・文章の構成に注意しながら、本文を通読し、序論・本

論・結論の文章構成を捉える。 

【関①】 

［学習計画表の記述分析］ 

 

 

 

 

２ 

 

 

２ 

・本文に書かれているクニマスにかかわる出来事を年代

順に並べ替え、情報を整理する。 

・筆者の主張に関連する中心的な部分(根拠となる部分)

を抜き出し、要約する。 

【学習シート①】 

【読①】【言①】 

［学習シート①の記述分析］ 

 

３ 

 

・結論に書かれている筆者の主張を捉え、自分の考え

(共感・納得、疑問・反論)をもつ。 

【学習シート①】 

【読①②】【言①】 

［学習シート①の記述分析］ 

 

４ 

・まとめた要旨に対して、自分が書いてみたいニュース

を授業者が提示した例から選択する。 

・要旨とニュースに対する自分の考えを新聞のコラム

のように書く。 

【学習のてびき】【学習シート②】 

【読②】【言①】 

［学習シート②の記述分析] 

 

３ 

 

 

５ 

・コラムに書いた自分の考えの部分について、グループ

で交流し、推敲する。     【学習シート②】 

・書き上げたコラムをグループ内で相互評価する。 

・この単元で身に付けた力を確認する。  

【学習計画表】 

【関①】 

［学習計画表の記述分析］ 

 


